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現行の学習指導要領以前のダンス授業を受けた 
生徒の現状調査
國本　眞由子
はじめに
　2012 年度より中学校の体育授業においてダンスが必修化された。必修化されて
数年が経ち、大学においても、教員免許取得のためのダンス授業のカリキュラム
が積極的に設けられることとなった。
　ダンスというと、プロフェッショナルな者が取り組むものであり素人が簡単に
取り組めるものではないと一般的に思われがちで、実際授業を受けて自分が踊る
立場になると抵抗感を持つ生徒が多い。この抵抗感は教える教師側にも同じよう
にあるといえる。
　現在 2012 年度より施行されている学習指導要領が使用される以前の、2002 年
度から 2011 年度の指導要領に基づいたダンス授業を受けた生徒を対象にしたアン
ケート結果をみると、ダンスを深く学んでいない一般の体育教師がダンス授業を
教えるケースがほとんどで、ダンス専門の教師による授業を受けた生徒は 1人の
みであった。授業内容も、ダンスを専門としていない教師による創作ダンスでの
授業では、各グループに分かれ、音楽も各グループに委ねられ、いきなり創作活
動を行わせるという生徒任せの授業がほとんどであった（1）。実際、筆者が学生時
代に受けた創作ダンスの授業も、ダンス専門ではない体育教師が指導を担当する
ため、今回の生徒のアンケート結果と同様に各グル―プに分かれ、音楽も各自で
決めて創作を行わせるという形態をとっていた。ダンス経験者がいる生徒のグルー
プはその経験者がリーダーとなりスムーズに進んでいたが、そうでないグループ
はなかなか進まず苦労していた。
　だが実際は、中学校・高等学校で取り組まれているダンスと、劇場芸術として
プロフェッショナルなダンサーが踊るダンスの作品の在り方は同じであり共通点
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も多く、現代のダンスの新しい形であるコンテンポラリー・ダンスも、自己学習
型の今求められている教育方針に最も適したダンスの学習方法と同じであるとい
える。しかし、現実的にはこのことを理解されずに、自己学習型の学習方法に適
している現代のダンスの新しい形であるコンテンポラリー・ダンスが持つ内容等
は活かされておらず、ダンス教育は困難なものだと思われている（2）。
　今回のアンケートでは、現行の学習指導要領が適用される以前の生徒を対象に
している。アンケート結果をみると、現行の学習指導要領より以前のダンス教育
のカリキュラムは、生徒が導入し易いような教科法が組まれているとはいえない。
他の体育の種目の授業は指導に対するマニュアル化がされているのに対し、ダン
スは指導方法が浸透されていないことから、ダンス指導の曖昧さが読み取れる。
　このようにダンス授業は教師側、生徒側に知識がないことから難しさを感じ、
ダンスのカリキュラムがしっかりできていないと思われがちである。しかし実は、
日本の教育舞踊（3）の歴史を見ていくと、明治時代から着実にダンス教育はなされ
ていることがわかる。
Ⅰ．前史
　日本の教育舞踊は、戦前すでに遊戯という名称で学校教育のカリキュラムに組
み込まれていた。明治 30年頃になると、学校における普通体操は形式化して関心
が薄れ、遊戯研究熱が高まり相次いで遊戯書が出版された（4）。当時の遊戯内容は
4種あり、その中の動作・唱歌・表情遊戯がやがて創作ダンスへと発展していった。
この遊戯がやがて「体育」に位置づけられ、そして体育の教科目標の変遷に応じ
て教育舞踊の教科内容も変化していった。
　一回目の改革は、明治期遊戯以来、多くのダンス・ステップの練習をした教材
（行進遊戯）が作られ、昭和初期には三浦ヒロの表現を主にしたダンス（唱歌遊戯）
が確立され、戦時色の強まる昭和 11年の学校体操教授要目において、戸倉ハルの
奮闘で行進遊戯と唱歌遊戯が存続し、唱歌遊戯は初めて尋常 1年から女学校まで
採択されたのである（5）。
　次の改革期は、戦後の教育改革によるもので、「創作ダンス」「フォークダンス」
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が主となった。ここでの創作ダンスの内容は表現技術、作品創作、作品鑑賞となっ
ていて、「創作ダンス」が重視されながらも、「フォークダンス」との 2本柱で内
容が構成されていた（6）。この二回目の教育改革で当時のアメリカの影響を強く受
けながらも、松本千代栄を中心とした創作ダンス指導法によって、創作ダンスを
主とする日本の教育舞踊が発展した。
　三回目として、昭和 40年代後半「生涯スポーツ」「スポーツ・フォア・オール」
という言葉が出てきた頃、体育は新しい形をとってきた。そこで教育舞踊も、平
成元年の学習指導要領において、生涯教育、国際化、個人差という課題に向かい
合い、男女共修と選択制を重視するようになる（7）。多くの教育舞踊の教育者が、
競争よりも「個性の重視」「楽しく踊る」ことを基にして、多様で豊かな教育舞踊
をカリキュラムに盛り込むことになる。
　以上のような変遷を経て、今日の教育舞踊は形成されていた。
Ⅱ．ダンスに対する意識調査
１．目的・内容
　上記したように日本の教育舞踊は決して疎かではなく充実してきているのだが、
現在の教育舞踊にはその精神が実行されているとは言い難い。
　一般の学校の体育授業における教育舞踊（部活動を除く）は、指導法がわから
ないことから、創作活動にのみ重きを置き授業を進める教師は多い。
　ダンスに特化していない一般の中学校・高等学校を卒業した、現行の学習指導
要領以前のダンス授業を受けた大学生男女 100 人を対象に、ダンスに対するアン
ケートを通してダンス授業の実態を探った。
　アンケートは全 11項目で、内容は以下にようになっている。
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2．アンケート内容
教育舞踊に関するアンケート
Ⅰ　ダンス授業全般への質問
Ⅰ－ 1　中学校・高等学校でダンス授業はありましたか
　　ある　　　　　　　　なし
以下上記であると答えた人に質問します。
Ⅰ－ 2　体育の授業ではどの種のダンスをしましたか（複数回答可）
　　 創作ダンス　　現代的リズムのダンス（ヒップホップ等含む）　　 
民族舞踊（フォークダンス）
Ⅰ－ 3　ダンス授業から得たことは何ですか（複数回答可）
　　 仲間との一体感（協調性）　　自己表現力　　コミュニケーション能力　　 
創造力　
Ⅰ－ 4　ダンス授業を受けるにあたり抵抗感はありましたか
　　強く思う　　　思う　　　思わない
Ⅰ－ 5　それはなぜですか
Ⅰ－ 5－①　未経験者ではできない
　　強く思う　　　思う　　　思わない
Ⅰ－ 5－②　他者に見られることが恥ずかしい
　　強く思う　　　思う　　　思わない
Ⅰ－ 5－③　自己表現することが恥ずかしい
　　強く思う　　　思う　　　思わない
Ⅰ－ 5－④　取り組み方が分からない
　　強く思う　　　思う　　　思わない
Ⅱ　創作ダンスについての質問
Ⅱ－ 1　 中学校・高等学校でダンス授業を行う際、ダンスの歴史（舞踊史）に関
する説明はありましたか。
　　ある　　　　　　　　なし
Ⅱ－ 2　 プロフェッショナルなダンサーの養成を目的とするダンス（舞踊教育）と、
学校の体育授業の一環でおこなわれるダンス（教育舞踊）の根幹は等し
い（この二つのダンスの歴史を辿ると元は同じ）と考えられるが、その
認識を持って授業に取り組んでいましたか。
　　取り組んでいた　　　取り組んでいなかった
Ⅱ－ 3　実際の授業内容について具体的に記述してください　　　　　
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3．結果
　それぞれの項目に対するアンケート結果は以下のようになった。
Ⅰ－１　中学校・高等学校でダンス授業はありましたか
　　はい：55人　いいえ：45人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ダンス授業を受けた生徒は約半
数であった。しかし、いいえの内
訳は皆男子で、女子は 100％経験
していた。
Ⅰ－ 2　体育の授業ではどの種のダンスをしましたか（複数回答可）
　　 創作ダンス：34人　現代的リズムのダンス（ヒップホップ等含む）：8人　民
族舞踊（フォークダンス）：2人　創作ダンスと民族舞踊：3人　創作ダンス
と現代的リズムのダンス：3人　現代的リズムのダンスと民族舞踊：2人　全
てのダンス：3人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上記の質問ではいと答えた 55
人中について、創作ダンスのみを
受けた生徒が最も多く、次いで現
代的なリズムのダンスだった。中
には、1種だけでなく、2種のダ
ンスや全てのダンスを学んだとい
う回答もあった。
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Ⅰ－ 3　ダンス授業から得たことは何ですか（複数回答可）
　　 仲間との一体感（協調性）：36 人　自己表現力：14 人　コミュニケーション
能力：18人　　創造力：22人　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  複数回答可であるため、複数回
答する生徒が多かった。創作ダン
ス経験者が最も多かったため、自
己表現力や創造力が多いと思われ
たが、実際は仲間との一体感を得
たと感じた生徒が最も多かった。
Ⅰ－ 4　ダンス授業を受けるにあたり抵抗感はありましたか
　　 強く思う：5人　思う：24 人　思わない：26 人（内 14 人は創作ダンス以外
の授業を受けた）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 抵抗感に関しては、ダンスのジャ
ンルによって結果に差が生じた。
抵抗感を持つと回答した生徒は約
半数でその中の 3人を除き残りは
全て創作ダンス経験者だった。抵
抗感を持たないと回答した生徒は
26人で、その内創作ダンスを受け
た生徒は 12 人のみだった。創作
ダンス経験者 43人中 31 人は抵抗
感を持つということになり、創作
ダンスは抵抗感を持つ生徒が多い
ということが読み取れる。
仲間と
の一体
感
43%
自己
表現
力
17%
コミュ
ニケー
ション
能力
22%
創造力
18%
強く思
う
9%
思う
44%
思わな
い
47%
－ 103 －
現行の学習指導要領以前のダンス授業を受けた生徒の現状調査
Ⅰ－5　なぜ抵抗感を持ったのですか（当てはまる箇所にチェックをつけて下さい）
※抵抗感を持つ理由として以下 4項目に分類した。
Ⅰ－ 5－①　未経験者ではできない
　　強く思う：5人　思う：20人　思わない：30人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 未経験者はできない、という質
問に対しては、約半数の人がそう
思うと答えた。思うと回答した中
では、創作ダンスをした生徒が
25人中 20人と最も多かった。
Ⅰ－ 5－②　他者に見られることが恥ずかしい
　　強く思う：8人　思う：28人　思わない：19人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 他者に見られることは、半数以
上の生徒が恥ずかしいという回答
をした。この質問はダンスの種類
による差はでなかった。この他者
に見られることの恥ずかしさは、
次の項目にある、Ⅰ－5－③自己表
現することの恥ずかしさ、Ⅰ－5－
④取り組み方が分からないことか
らくる自分ができないことへの恥
ずかしさに通ずる。
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Ⅰ－ 5－③　自己表現することが恥ずかしい
　　強く思う：7人　思う：24人　思わない：24人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自己表現することは、約半数の
生徒が恥ずかしいという回答をし
た。この質問はダンスの種類によ
る差ではなかった。
Ⅰ－ 5－④　取り組み方が分からない
　　強く思う：13人　思う：27人　思わない：15人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 取り組み方がわからないと回答
した生徒は約 70％だった。だが、
創作ダンス経験者だけで見てみる
と、経験者 43 人中でさえも 36 人
は抵抗感を持つと回答した。この
結果から、創作ダンスは何をやっ
ていいかわからないということを
如実に現わしている。取り組み方
が分からないことで、自己表現す
ることや他者から見られることに
対しても抗感を持ってしまう。
Ⅱ－１　 中学校・高等学校でダンス授業を行う際、ダンスの知識に関する説明は
ありましたか。
　　ある：4人　なし：51人
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Ⅱ－②　 プロフェッショナルなダンサーの養成を目的とするダンス（舞踊教育）と、
学校の体育授業の一環でおこなわれるダンス（教育舞踊）の根幹は実は
等しい（この二つのダンスの歴史を辿ると元は同じ）と考えられるが、
その認識を持って授業に取り組んでいましたか（8）。
　　取り組んでいた：3人　取り組んでいなかった：52人
　この二つの質問は、Ⅱ－ 1で説明を受けていた 4名は、Ⅱ－ 2の共通である認
識を持って授業を受けていたが、そうでない生徒は全く別なものと認識していた。
今自分がやっているダンスの位置付けがわかることで、安心感や授業への導入を
得ることができる。
　このプロフェッショナルなダンサーの養成を目的とするダンスと、学校の体育
授業の一環でおこなわれるダンスの根幹は等しいことは、Ⅲ舞踊の歴史で説明す
る。
Ⅱ－③　 実際の授業内容について具体的に記述してください（記述した人数 26人
中の人数）
　授業内容を以下自己学習型と模倣型の 2つに分類する。
「自己学習型」
・グループを作り各グループ創作して発表　21人（創作ダンス）
・ 基本的なダンスとして J-POPを踊り各グループに分かれて創作　1人（現代的な
リズム）
・ ウォーミングアップとしてリズムダンスを行ってから、グループに分かれて創
Ⅱ-1 Ⅱ-2
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作　1人（創作ダンス）
・ ダンス授業の時のみダンス指導者を招き、レクチャーを受けた　1人（創作ダンス）
「模倣型」
・ソーラン節を皆で踊る　1人（フォークダンス）
・よさこい　1人（フォークダンス）
・教師が考えたダンスを模倣して踊る　2人（現代的なリズム）
4．考察
　中学校・高等学校で、ダンス授業を受けたかという問いに対しては、男女合わ
せて、約半数の生徒がダンス授業の経験があり、その中で創作ダンスを受けた生
徒が最も多く、実際の授業内容をみると、教師の創作したダンスをそのまま模倣
するという「模倣型」と、グループに分かれ、音楽から振付まで全ての過程を各
グループに委ねられ創作を行う「自己学習型」に分かれた。
　「模倣型」は、アイドル等のダンスをそのまま踊るというようにヒップホップや、
型が決まっているフォークダンスであり、「自己学習型」は、自分たち自身で考え
作品を創作していく、創作ダンスが当てはまる。
　より抵抗感を持たれやすいのは、生徒のアンケート結果から後者の「自己学習型」
の創作ダンスであることが分かる。この抵抗感を持つ理由としては、他者に見ら
れることや自己表現の恥ずかしさはどの種のダンスにも共通して当てはまる内容
であったが、取り組み方がわからないの回答に関しては、創作ダンス経験者がほ
とんどであった。ここから、創作ダンスは何をやっていいのか取り組み方がわか
らないため抵抗感を持ち、それが自己表現することや、他者に見られることへの
恥ずかしさに繋がっていく。
　そこでこの抵抗感をなくす一つの手段として、今学校で取り組まれているダン
スの位置付けを知ることがこの創作ダンスに対する抵抗感をなくす突破口になる
かもしれないと考える。プロフェッショナルなダンサーに対する教育（舞踊教育）
と（9）、一般の学生に対して行う教育（教育舞踊）の根幹は等しいのだが、アンケー
ト結果より、このことを認識している学生はほぼいなかったということがわかる。
　学校で取り組まれるダンスは、本来特殊なテクニックは必要ないということを
教師が気付き、生徒が知ることが必要なのかもしれない。このことに関しては拙
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稿に詳しく記載したが、これを以下に簡単に要約し、テクニックの必要性につい
て検証していく（10）。
Ⅲ．舞踊の歴史
　本論稿で問題にしている、教育舞踊との接点を提示するため、19世紀の劇場舞
踊としてのクラシック・バレエから始まり、20 世紀前半のモダン・ダンス、その
後そこから派生したポストモダン・ダンス、コンテンポラリー・ダンスの経緯を
みていく。
　19 世紀前半にクラシック・バレエの pasが完成し、つま先で立って踊るように
pasが確立され、19 世紀後半になるとロシアで、マリウス・プティパによって、
三大バレエ『白鳥の湖』（1877 年）、『眠れる森の美女』（1890 年）、『くるみ割り人形』
（1892 年）等が上演され、バレエのテクニックが完成した。
　しかし、20 世紀に入り、イサドラ・ダンカンによってクラシック・バレエとは
別様式のダンスが生まれた。イサドラのダンスでは、バレエの pasを使わないこ
と、ポアントを履かないこと、衣装も身体を締め付けない自由なものであったこ
と、ダンスと音楽の関係を変えたこと等によって、バレエに対抗する新しいダン
スを生み出した（11）。このバレエとは違う誰でもが取り組める自由なダンスは、ド
イツを経てアメリカに渡ると、モダン・ダンスというマニュアル化されたテクニッ
クを持つダンスとなった。
　こうしてダンスは、バレエとモダン・ダンスの二つのテクニックを有すること
ではじめてプロフェッショナルな劇場舞踊と認められるようになった。
　このように 20 世紀、ダンスは特有のテクニックを持つものであったが、1960
年代踊らないダンスであるポストモダン・ダンスができた。それは「ダンスとは
何か」とい問題を掲げて踊らない身体を見せて、ダンシングしなくてもこれはダ
ンスではないかという問いかけをするメタダンスであった（12）。ポストモダン・ダ
ンスで重視された点は、訓練されたダンサーでもそうでない素人でも、誰もが簡
単にできる日常的な動作が創作言語とされることである。振付に関しても、芝居
がかった表現や、訓練したダンサーのみができるような高度なテクニックは排除
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され、ダンス・テクニックがなくても、ダンシングしなくても、ダンスとして成
立するようになった。
　この運動のひとつの象徴と言えるのがコンタクト・インプロヴィゼーションで
ある（13）。このコンタクト・インプロヴィゼーションはプロフェッショナルな振付
家も自分のダンス語彙を増やす手段として活用できるが、ダンス未経験者であっ
ても身体のワークショップとして参加できる。どちらにしろこのダンスが出てき
たことによって、ダンスは必ずしもテクニックを持たなくてもよいということに
なった。
　このコンタクト・インプロヴィゼーションが持つダンスを通じて自分の身体に
気付くという視点は、現行の学習指導要領の目的と一致する。ダンスを目的にダ
ンサーを養成するのではなく、ダンスを通じで自分の身体に気付き、情緒を豊か
にし、コミュニケーション能力を育むためのツールになることが、この学習指導
要領下の教育舞踊の根本と同じ考え方である。本来学校ダンスは特定のダンスを
見せるのではなく、あくまでも身体を通じた体育と教育である。実はコンテンポ
ラリー・ダンスがポストモダン・ダンスを経て辿り着いた地平は学校ダンスと同
じ地平にある。
　よって中学校・高等学校の授業で行うダンスは、特定のダンス・テクニックを
指導する必要はなく、コンテンポラリー・ダンスが行き着いたひとつの方向性と
同じように、ダンスを通じて身体に気付き、情緒を豊かにし、コミュニケーショ
ン能力を育むことが目的であるため、もっと気軽にやってもよい。また、教師側
もダンスをしたことがない、というコンプレックスを持つ必要はない。生徒側も
同様に抵抗を持つ必要はなく、自分の身体に気付く一つの手段としてダンスを捉
えればよい。
おわりに
　本論稿では、現行の学習指導要領以前の旧学習指導要領の生徒を対象に、ダン
ス授業に持たれがちな抵抗感を持つ、原因・理由・背景をアンケートを通して確
認した。　　　
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　このアンケート結果から、学校でのダンス授業は、創作ダンスを行う学校が多く、
創作活動に重きを置く「自己学習型」で授業を進め、いきなりグループに分かれ
て創作を行うことで何をしてよいかわからず、それにより少なからず生徒はダン
スに抵抗感を抱いていることが読み取れた。中には、そのダンス授業時のみダン
ス指導者を招き、レクチャーを受けたという回答もあったが、これはダンス授業
を受けた 50人中 1人のみで、こういうダンス教育に重きを置いて取り組む学校は
少なく、多くの学校はその学校の体育教師が授業を行っている。　　
　教育舞踊に対する資料や情報が少ないことでダンスの授業は難しいと思われが
ちだが、実際は上記したように日本における教育舞踊の歴史は深く、教育舞踊で
必要とされるダンスの形は現在のダンス（コンテンポラリー・ダンス）とも通底
しているため、自己学習型での教育を行う手段は数多くある。
　本来学校ダンス（教育舞踊）は、あくまでも身体気付きでありその一つのツー
ルとしてのダンスであったが、どうしてもダンスというと、テクニックを有する
特殊な運動能力と思われがちである。しかし、実際はサッカーや陸上のような特
定のテクニックとは違って、日常の動きをする身体通じて、身体を自覚し、コミュ
ニケーション能力や情緒を育てることができる、ということが本来の教育舞踊の
根幹である。
　舞踊教育はダンシングを見せることが目的であるが、教育舞踊はダンスを手段
として使うだけで、ここで必要なことは踊ることではなく身体知であった。この
二者の目的は根本的に違う。この目的を履き違えているため、学校のダンス授業
で教師側も生徒側もダンスに対して抵抗感を持ってしまう。まずこれを取り除く
という意識を持ってダンスの授業に臨み、このことを学生に最初に言うことで生
徒の抵抗感を取り除ける。ダンスの上手さや、テクニックは必要なく、サッカー
でいえば何本ゴールを決めたかや、陸上の何秒で走ったかという技術も必要なく、
ダンスの授業では、いわば下手であってもいい。
　ダンスのテクニックを追うことは、「自己学習型」のダンス指導とは結び付かな
い。しかし、今回のアンケート結果から、「自己学習型」の指導をしていても、そ
の意図が活かされていないという、ダンスに対し誤解を持たれているという現状
が確認できた。これが現行の学習指導要領後での授業内容にどう浸透し活かされ
るのかを今後の研究で見ていきたい。　　　　　
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注
（ 1）アンケート結果を参照
（ 2） 拙稿（2013）「教育舞踊の一考察」法政大学スポーツ研究センター紀要第 32
号を参照
（ 3） 松澤は、この①舞踊教育（dance education）と②教育舞踊（dance in education, 
educational dance ）の違いを以下のように示している。両者とも広義で考え
れば舞踊教育とカテゴライズされるが、詳細にみていくと、①はプロのダン
サー育成を目的にしたダンス教育であるのに対して、②は訓練されていなく、
ダンスに触れたことのない者を対象とした学校でのダンス教育である。
①　舞踊教育（狭義） プロフェッショナル・ダンサー
（あるいはダンス・アーティスト）の養成
：ダンスを目的
②　教育舞踊 ダンス経験のない学生への舞踊教育
ダンスを通じた情緒教育「からだ気付き」
学校ダンス　ユニゾン　連体的自己達成感
特定スタイル・テクニックの強化
：ダンスをツールに教育や体育を行う
　　   松澤慶信 ,山梨雅枝監修（2010）『明日の授業から使える　現代的なリズムの
ダンス指導』株式会社フラックス・パブリッシング　p.4
（ 4）片岡康子著者代表（1991）『舞踊学講義』大修館書店 p.119　
（ 5）同上 p.120
（ 6）同上 p.120
（ 7）同上 p.120
（ 8）拙稿（2013）「教育舞踊の一考察」を参照
（ 9）注 3を参照
（10）拙稿（2013）「教育舞踊の一考察」を参照
（11） 拙稿（2012）「イサドラ・ダンカンの音楽観」日本女子体育大学紀要第 42巻
を参照
（12） 松澤慶信著「二十世紀ダンスのショート・ヒストリー　ダンスにおけるモダ
ニズム、ポストモダニズム、そしてコンテンポラリ ・ーダンスについて」p.230，
イズリーヌ ,アニエス著，岩下綾，松澤慶信訳『ダンスは国家を踊る　コン
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テンポラリー・ダンスの系譜』慶応義塾大学出版会株式会社　2010　所収
（13） このコンタクト・インプロヴィゼーションは、訓練されたダンサーやそうで
ないダンス素人を対象にした、自身や他者の身体と向き合うワークショップ
のような状況で、今日も盛んに用いられる創作方法である。このコンタクト・
インプロヴィゼーションは 2人１組になって、互いの重さを感じあい、身体
で対話しながら行われることが多い。互いに体重をかけあい、支えあい、床
に転がり、立ち上がり、ときには崩れ落ちる。重さは感じあうが、相手の動
作を無理に変えようとしてはいけない。
参考文献
辞書
・CRAINE&MACKRELL：Oxford Dictionary of Dance　Oxford University Press　2000
・ クレイン ,デブラ，マックレル , ジュディス著，鈴木晶監訳，赤尾雄人，海野敏，
長野由紀訳『オックスフォード　バレエ辞典』平凡社　2010
書籍
・DUNCAN, Isadora（1995）：My Life　Liveright
・ DUNCAN, Isadora and CRAIG, Gordon（1974）：Your Isadora: The Love Story of 
Isadora Duncan and Gordon Craig　New York Public Library
・LANGER, Suzanne.K（1953）：Feeling and Form　Routledge & Kegan Paul　
・ LOEWEN, Lillian（1993）：The Search for Isadora: The Regent and Legacy of Isadora 
Duncan　Dance Horizons
・ ブラウン , ジーン＝モリソン編，根木富美子訳（1989）『モダンダンスの巨匠た
ち―自ら語る反逆と創作のビジョン』株式会社同朋舎出版　
・ ダンカン , イサドラ他著，チェニー , シェルドン編，小倉重夫訳編（1975）『イサドラ・
ダンカン芸術と回想』富山房
・ イズリーヌ , アニエス著，岩下綾・松澤慶信訳（2010）『ダンスは国家と踊る フ
ランスコンテンポラリー・ダンスの系譜』慶応義塾大学出版会株式会社
・ ケーン , J.E.編著，梅本二郎，川口貢監訳（1987）『ヒューマン・ムーブメントと体育』
不味堂出版
－ 112 －
國　本
・ ランガー , スザンヌ著，大久保直幹訳（1970）『形式と感情』太陽社　
・ マレイ , ルース著，松本千代栄・佐藤康子訳（1974）『ダンス学習法』大修館書
店
・ ノヴァック , シンシア・J著，立木燁子，菊池淳子訳（2000）『コンタクト・イン
プロヴィゼーション 交感する身体』フィルムアート社
・ レイノルズ , ナンシー著，マコーミック ,マルコム著，松澤慶信監訳（2013）『20
世紀ダンス史』慶応義塾大学出版会
・ 秋葉尋子著（1998）『現代舞踊教育学　舞踊の世紀』大空社
・石川博子編著（1992）『創作舞踊の理論と実際』黎明書房
・市川雅（1999）『ダンスの 20世紀』新書館　
・海野弘（1999）『モダンダンスの歴史』新書館　
・ 遠藤保子，細川江利子，高野牧子，打越みゆき編著（2011）『舞踊学の現在 芸術・
民族・教育からのアプローチ』文理閣　
・片岡康子著者代表（1991）『舞踊学講義』大修館書店
・神澤和夫著（1990）『20 世紀の舞踊学』未来社
・ 松澤慶信 ,山梨雅枝監修（2010）『明日の授業から使える　現代的なリズムのダ
ンス指導』株式会社フラックス・パブリッシング　2010
・ 松本千代栄著者代表（1980）『ダンス 表現 学習指導全書』大修館書店　1980
論文
・ 國本眞由子（2012）「イサドラ・ダンカンの音楽観」日本女子体育大学紀要第
42 巻
・ 國本眞由子（2013）「教育舞踊の一考察」法政大学スポーツ研究センター紀要第
32号
HP
・文部科学省　http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1306098.htm
